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印刷営業人材養成コース　職業能力の評価方法と判定基準
（１）一般要求水準　
1 自社のワークフローの概要についての知識及び技能に基づいて、自社の事業概要、商品・サービスの種類と内容、並びに基本的な商材の仕様等が説明できること。

2 作業指図と見積もり・日程計画についての知識及び技能に基づいて、正確な作業指図書の作成、お客様要件に合致した見積もり計算、並びに適正な納期設定等ができること。
3 先輩営業との同行による営業現場での実習で習得した知識及び技能に基づいて、挨拶、敬語など社会人として相応しい振る舞い、商談の正確な記録と報・連・相、計画的なお客様訪問、基本的な自社紹介並びに商品説明等ができること。

4 営業におけるワークフローとPDCAサイクルについての知識及び技能に基づいて、新規/既存のお客様への販売活動、商談、見積もり、受注手配、進行・納品管理、及び代金回収までの作業を、先輩社員の指導を受けながら自分の責任において遂行することができること。

（２）試験内容（評価指標）
ジョブ・カード様式４（評価シート）により評価する。

職務遂行能力評価は上司及びＯＪＴ担当者による職務遂行過程の観察評価により３段階（ＡＢＣ）評価。
	試験科目

（仕事の範囲）
	出題範囲

（具体的な仕事の内容）
	合格基準

	１．自社の事業概要と印刷関連技術の知識
	1. 事業・サービスの概要
2. 自社設備の種類と特長

3. プリプレスのワークフロー
4. 印刷校正の種類と特長
5. 製本加工の種類と特長
	先輩社員による観察評価とし、ジョブ・カード〔評価シート〕（様式4）による評価で、A及びBが全評価項目の8割以上を占めていること。

	２．印刷仕様設計の理解度と指図実務＆見積設計の正確度
	1.  用紙の種類と規格サイズ
2.　折丁と台割作成
3.　作業指図書の作成

4.　見積書の作成

5.　日程計画の作成

	先輩社員による観察評価とし、ジョブ・カード〔評価シート〕（様式4）による評価で、A及びBが全評価項目の8割以上を占めていること。

	３．訪問計画と実行におけるコミュニケーション能力
–商談の手際＆取材記録の要点-
	1． ターゲットとなる訪問先の調査
2.　売込み商品の資料準備

3.　商談シナリオの作成

4.　訪問先とのアポイントメント

5.　取材によるニーズの探索

6.　自社の商品説明（メリット）

7.　商談での取材記録の作成

8.　次回の商談機会の約束
	先輩社員による観察評価とし、ジョブ・カード〔評価シート〕（様式4）による評価で、A及びBが全評価項目の8割以上を占めていること。

	４．受注時の印刷手配～納品までの進捗管理
	1.　校正の出し戻し対応
2.　お客様校正の理解

3.　現場への指示出し

4.　日程交渉、スケジュール調整

5.　見積り、精算の交渉力

6.　納品、配送の手配

7.　請求事務、代金回収
	先輩社員による観察評価とし、ジョブ・カード〔評価シート〕（様式4）による評価で、A及びBが全評価項目の8割以上を占めていること。


　　

（３）合否判定基準
合格基準を満たした者を合格者とする。






























